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(57)【要約】
　本発明の一実施例に係る携帯用端末ケースは、携帯用
端末を収容する携帯用端末ケースに関するもので、前記
携帯用ケースに装着される入力ボタンを含み、前記入力
ボタンは前記携帯用端末の入力信号を発生させる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯用端末を収容する携帯用端末ケース（１０）において、
　前記携帯用端末ケース（１０）に装着される入力ボタン（１００）を含み、
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末の入力信号を発生させる、携帯用端末ケー
ス。
【請求項２】
　前記入力ボタン（１００）は、
　内側空間が形成されたハウジング（１１０）と、
　前記内側空間に載置される押しボタン（１２０）と、
　前記押しボタン（１２０）の外側面または前記ハウジング（１１０）の内側面のうちい
ずれか一方に具備されるセンサ（１３０）と、および
　前記押しボタン（１２０）の外側面または前記ハウジング（１１０）の内側面のうち他
方に具備される接点（１４０）を含み、
　前記押しボタン（１２０）が側方向に移動する場合、前記センサ（１３０）および前記
接点（１４０）が接触して前記携帯用端末の入力信号が発生する、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項３】
　前記入力ボタン（１００）は、
　底面（１８１）および前記底面（１８１）のうち上向き突出した突出部（１８２）を含
むベース部材（１８０）と、
　前記突出部（１８２）の上側に位置し、前記突出部（１８２）を囲むように下向き側壁
（１２１）が形成された押しボタン（１２０）と、
　前記突出部（１８２）の外側面または前記下向き側壁（１２１）の内側面のうちいずれ
か一方に具備されるセンサ（１３０）と、および
　前記突出部（１８２）の外側面または前記下向き側壁（１２１）の内側面のうち他方に
具備される接点（１４０）を含み、
　前記押しボタン（１２０）が側方向に移動する場合、前記センサ（１３０）および前記
接点（１４０）が接触して前記携帯用端末の入力信号が発生する、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項４】
　前記押しボタン（１２０）の上面には押圧ボタン（１５０）が配置される、
　請求項２または請求項３に記載の携帯用端末ケース。
【請求項５】
　前記押しボタン（１２０）を側方向に押すとマウスポインティング信号または方向キー
信号が発生し、
　前記押圧ボタン（１５０）を押圧するとクリック信号が発生し、
　前記押圧ボタン（１５０）を押圧したまま前記押しボタン（１２０）を押すとスクロー
ル信号またはドラッグ信号が発生する、
　請求項４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項６】
　前記押圧ボタン（１５０）を押圧したまま前記押しボタン（１２０）を押し、あらかじ
め設定された時間が経過した後に前記押圧ボタン（１５０）および前記押しボタン（１２
０）を離し、再び前記押しボタン（１２０）を押すとスクロール信号またはドラッグ信号
の発生が解除されずに継続して発生する、請求項５に記載の携帯用端末ケース。
【請求項７】
　前記スクロール信号またはドラッグ信号が継続して発生した後、前記押圧ボタン（１５
０）を押圧してから離すと前記スクロール信号または前記ドラッグ信号の発生が解除され
る、
　請求項６に記載の携帯用端末ケース。
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【請求項８】
　前記押圧ボタン（１５０）をあらかじめ設定された時間未満の間押圧するとクリック信
号が発生し、
　前記押圧ボタン（１５０）をあらかじめ設定された時間以上の間押圧するとスクロール
またはドラッグ信号が発生する、
　請求項４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項９】
　前記入力ボタン（１００）の駆動を制御する制御部（２００）と、および前記入力ボタ
ン（１００）または前記制御部（２００）のうち少なくとも一つに電源を供給するバッテ
リー（３００）をさらに含む、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１０】
　前記制御部（２００）は前記携帯用端末と前記入力ボタン（１００）の間の無線通信の
ための通信部をさらに含む、
　請求項９に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１１】
　前記バッテリー（３００）は無線で充電可能な、請求項９に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１２】
　前記携帯用端末ケース（１０）の一側面に延長して形成され、前記携帯用端末のディス
プレイ部を覆うことができるように形成されたカバー部（６００）をさらに含む、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１３】
　前記カバー部（６００）の一部には開放領域（６１０）が形成され、
　前記開放領域（６１０）は前記カバー部（６００）が後ろにめくられることによって前
記携帯用端末の後面に配置される場合、前記入力ボタン（１００）が外部に露出するよう
に形成される、
　請求項１２に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１４】
　前記カバー部（６００）のうち前記携帯用端末の側面と接する部分の一部には開放部（
６２０）が形成される、
　請求項１２に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１５】
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の後
面に対応する領域に配置される、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１６】
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の側
面に対応する領域に配置される、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１７】
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の前
面の下側と対応する領域に配置される、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１８】
　前記携帯用端末の特定機能を遂行するための少なくとも一つの機能ボタンを含むボタン
部（４００）をさらに含む、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１９】
　前記ボタン部（４００）は、前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の後
面に対応する領域に配置される、
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　請求項１８に記載の携帯用端末ケース。
【請求項２０】
　前記ボタン部（４００）は、前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の側
面に対応する領域に配置される、
　請求項１８に記載の携帯用端末ケース。
【請求項２１】
　前記ボタン部（４００）は、ホーム（Ｈｏｍｅ）ボタンまたはバック（Ｂａｃｋ）ボタ
ンを含む、
　請求項１８に記載の携帯用端末ケース。
【請求項２２】
　前記機能ボタンの特定機能は使用者が前記携帯用端末に設置されたアプリケーションに
よって設定可能な、
　請求項１８に記載の携帯用端末ケース。
【請求項２３】
　前記アプリケーションは前記機能ボタンによって遂行される特定機能の追加的な制御を
前記入力ボタン（１００）によって遂行できるように設定可能な、
　請求項２２に記載の携帯用端末ケース。
【請求項２４】
　携帯用端末を直接収容する第１ケースと、
　前記第１ケースを収容するか、または前記第１ケースと結合される第２ケースと、およ
び
　前記第２ケースに装着される入力ボタンを含み、
　前記入力ボタンは前記携帯用端末の入力信号を発生させる、携帯用端末ケース。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は携帯用端末ケースに関するもので、具体的には携帯用端末の入力信号を発生さ
せる入力ボタンを含む携帯用端末ケースに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　最近スマートフォンなどの携帯可能な端末が多く発売されている。このような携帯用端
末の場合、露出された液晶画面などを保護するために保護ケースを携帯用端末に装着して
使っている。このような携帯用端末は、保護ケースは携帯電話の側面と後面を囲む形態を
有し、また、液晶画面を保護するために液晶画面を覆う液晶保護シートを具備することが
できる。
【０００３】
　一方、従来のスマートフォンの場合、携帯が容易で、通話本来の機能に忠実であるよう
に、小さいサイズの液晶が適用されていたが、最近の使用者は携帯性よりは広い画面でよ
り多くの情報を得ることを好む傾向が続いており、大きいサイズの液晶を具備したスマー
トフォンがますます増加する傾向である。
【０００４】
　しかし、スマートフォンのサイズの増大によって使用者の視覚的な快適感を満足させる
ことはできるものの、スマートフォンを片手を利用して制御することが難しくなる問題点
がある。
【０００５】
　韓国公開特許公報第１０－２０１４－０１２００１３号には携帯電話保護ケースに関す
る技術が開示されており、具体的には保護しようとする携帯電話の下面と側面を囲むケー
ス、前記ケースのいずれか一側面に連結されて前記携帯電話の上面を覆う平板状の液晶保
護シートおよび少なくとも一つの発光体が実装され、前記液晶保護シート内部に配置され
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たＦＰＣＢ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｂｏａｒｄ）を含み
、前記携帯電話に電話がかかってくると前記発光体が動作する携帯電話保護ケースに関す
るものであり、本発明の技術的要旨を含んでいない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明に係る携帯用端末ケースは前述した問題点を解決するために次のような解決課題
を目的とする。
【０００７】
　大きいサイズのディスプレイを含む携帯用端末でも使用者が片手で自由かつ簡単に携帯
用端末を操作できるように構成された携帯用端末ケースを提供することである。
【０００８】
　本発明の解決課題は以上で言及されたものに限定されず、言及されていない他の解決課
題は下記の記載から当該技術分野において通常の知識を有した者に明確に理解できるはず
である。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る携帯用端末ケースは、携帯用端末を収容する携帯用端末ケースに関するも
ので、前記携帯用ケースに装着される入力ボタンを含み、前記入力ボタンは前記携帯用端
末の入力信号を発生させる。
【００１０】
　前記入力ボタンは、内側空間が形成されたハウジングと、前記内側空間に載置される押
しボタンと、前記押しボタンの外側面または前記ハウジングの内側面のうちいずれか一方
に具備されるセンサと、および前記押しボタンの外側面または前記ハウジングの内側面の
うち他方に具備される接点を含み、前記押しボタンが側方向に移動する場合、前記センサ
および前記接点が接触して前記携帯用端末の入力信号が発生することが好ましい。
【００１１】
　前記入力ボタンは、底面および前記底面のうち上向き突出した突出部を含むベース部材
と、前記突出部の上側に位置し、前記突出部を囲むように下向き側壁が形成された押しボ
タンと、前記突出部の外側面または前記下向き側壁の内側面のうちいずれか一方に具備さ
れるセンサと、前記突出部の外側面または前記下向き側壁の内側面のうち他方に具備され
る接点を含み、前記押しボタンが側方向に移動する場合、前記センサおよび前記接点が接
触して前記携帯用端末の入力信号が発生することが好ましい。
【００１２】
　前記押しボタンの上面には押圧ボタンが配置されることが好ましい。
【００１３】
　前記押しボタンを側方向に押すとマウスポインティング信号が発生し、前記押圧ボタン
を押圧するとクリック信号が発生し、前記押圧ボタンを押圧したまま前記押しボタンを押
すとスクロール信号またはドラッグ信号が発生することが好ましい。
【００１４】
　前記押圧ボタンを押圧したまま前記押しボタンを押し、あらかじめ設定された時間が経
過した後に前記押圧ボタンおよび前記押しボタンを離し、再び押しボタンを押すとスクロ
ール信号またはドラッグ信号の発生が解除されずに継続して発生することが好ましい。
【００１５】
　前記スクロール信号またはドラッグ信号が継続して発生した後、押圧ボタンを押圧して
から離すと前記スクロール信号または前記ドラッグ信号の発生が解除されることが好まし
い。
【００１６】
　前記押圧ボタンをあらかじめ設定された時間未満の間押圧するとクリック信号が発生し
、前記押圧ボタンをあらかじめ設定された時間以上の間押圧するとスクロールまたはドラ
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ッグ信号が発生することが好ましい。
【００１７】
　前記入力ボタンの駆動を制御する制御部と、および前記入力ボタンおよび前記制御部に
電源を供給するバッテリーをさらに含むことが好ましい。
【００１８】
　前記制御部は前記携帯用端末と前記入力ボタンの間の無線通信のための通信部をさらに
含むことが好ましい。
【００１９】
　前記バッテリーは無線充電機能をさらに含むことが好ましい。
【００２０】
　前記携帯用端末ケースの一側面に延長して形成され、前記携帯用端末のディスプレイ部
を覆うカバー部をさらに含むことが好ましい。
【００２１】
　前記カバー部の一部には開放領域が形成され、前記開放領域は前記蓋部が後ろにめくら
れることによって前記携帯用端末の後面に配置される場合、前記入力ボタンが外部に露出
するように形成されることが好ましい。
【００２２】
　前記カバー部のうち前記携帯用端末の側面と接する部分の一部には開放領域が形成され
ることが好ましい。
【００２３】
　前記入力ボタンは前記携帯用端末ケースのうち前記携帯用端末の後面に対応する領域に
配置されることが好ましい。
【００２４】
　前記入力ボタンは前記携帯用端末ケースのうち前記携帯用端末の側面に対応する領域に
配置されることが好ましい。
【００２５】
　前記入力ボタンは前記携帯用端末ケースのうち前記携帯用端末の前面の下側と対応する
領域に配置されることが好ましい。
【００２６】
　前記携帯用端末の特定機能を遂行するための少なくとも一つの機能ボタンを含むボタン
部をさらに含むことが好ましい。
【００２７】
　前記ボタン部は、前記携帯用端末ケースのうち前記携帯用端末の後面に対応する領域に
配置されることが好ましい。
【００２８】
　前記ボタン部は、前記携帯用端末ケースのうち前記携帯用端末の側面に対応する領域に
配置されることが好ましい。
【００２９】
　前記ボタン部は、ホーム（Ｈｏｍｅ）ボタンまたはバック（Ｂａｃｋ）ボタンを含むこ
とが好ましい。
【００３０】
　前記機能ボタンの特定機能は使用者が前記携帯用端末に設置されたアプリケーションに
よって設定可能であることが好ましい。
【００３１】
　前記アプリケーションは前記機能ボタンによって遂行される特定機能の追加的な制御を
前記入力ボタンによって遂行できるように設定可能であることが好ましい。
【００３２】
　本発明に係る携帯用端末ケースは携帯用端末を直接収容する第１ケースと、前記第１ケ
ースを収容するかまたは前記第１ケースと結合される第２ケースと、および前記第２ケー
スに装着される入力ボタンを含み、前記入力ボタンは前記携帯用端末の入力信号を発生さ
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せる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明に係る携帯用端末ケースは携帯用ケースに携帯用端末の入力信号を発生させる入
力ボタンを具備することによって、使用者が携帯用端末を片手で支持すると同時に別途の
入力ボタンを通じて携帯用端末の制御が可能であるため、使用者の携帯用端末の使用便宜
性を増大させることができる効果がある。
【００３４】
　さらに、入力ボタンを押しボタンおよび押圧ボタンの組合わせによる多様な信号の生成
が可能であるように構成することによって、費用の節減および携帯用端末の高さ制約を克
服できる携帯用端末ケースを提供できる効果がある。
【００３５】
　本発明の効果は以上で言及されたものに限定されず、言及されていない他の効果は下記
の記載から当該技術分野において通常の知識を有した者に明確に理解できるはずである。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
　図１　本発明に係る携帯用端末ケースの使用例を説明するための概念図。
　図２　本発明の一実施例に係る携帯用端末ケースの前面を図示した図面。
　図３　本発明の一実施例に係る携帯用端末ケースの後面を図示した図面。
　図４　本発明に係る携帯用端末ケースに適用される入力ボタンの一例を図示した図面。
　図５　本発明に係る携帯用端末ケースに適用される入力ボタンの他の例を図示した図面
。
　図６～１１　本発明に係る携帯用端末ケースの多様な実施例を図示した図面。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　添付された図面を参照して本発明に係る好ましい実施例を詳細に説明するものの、図面
符号にかかわらず、同一であるか類似の構成要素には同じ参照番号を付与し、これに対す
る重複説明は省略する。
【００３８】
　また、本発明の説明において、関連する公知技術に対する具体的な説明が本発明の要旨
を曖昧にする恐れがあると判断される場合、その詳細な説明を省略する。また、添付され
た図面は本発明の思想を容易に理解できるようにするためのものに過ぎず、添付された図
面によって本発明の思想が制限されるものではない。
【００３９】
　以下、図１～図３を参照して本発明に係る携帯用端末ケースについて説明する。図１は
本発明に係る携帯用端末ケースの使用例を説明するための概念図であり、図２は本発明の
一実施例に係る携帯用端末ケースの前面を図示した図面であり、図３は本発明の一実施例
に係る携帯用端末ケースの後面を図示した図面である。
【００４０】
　図１に図示された通り、本発明に係る携帯用端末ケース１０は、携帯用端末を収容し、
携帯用端末ケース１０には入力ボタン１００が装着される。このような入力ボタン１００
は携帯用端末ケース１０に受容された携帯用端末の入力信号を発生させる。これを通じて
使用者は、携帯用端末ケース１０を片手で支持したまま入力ボタン１００を操作すること
によって、大きいサイズのタッチ入力スクリーンを装着した携帯用端末を片手で容易に制
御できるようになる。
【００４１】
　また、本発明に係る携帯用端末ケース１０は図２に図示された通り、入力ボタン１００
の他に制御部２００およびバッテリー３００を具備する。
【００４２】
　制御部２００は入力ボタン１００の駆動を制御する構成であって、具体的には、入力ボ
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タン１００の操作によって発生した信号を処理する機能を遂行し、このような制御部２０
０は携帯用端末ケース１０に受容された携帯用端末ケース１０との通信のための通信部を
含む。携帯用端末と携帯用端末ケース１０間の別途の連結手段が不要となるように、両構
成間にはブルートゥース（登録商標）（ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ）等の無線通信によって信号
の送受信がなされることが好ましい。
【００４３】
　バッテリー３００は入力ボタン１００または制御部２００のうち少なくとも一つに電源
を供給する構成であって、携帯用端末ケース１０の厚さを考慮してコイン（ｃｏｉｎ）形
態のリチウムまたは水銀電池を採用することが好ましい。さらに、バッテリー３０を無線
で充電できるように構成してもよい。
【００４４】
　一方、入力ボタン１００、制御部２００およびバッテリー３００は、相互間の電気的連
結のために軟性回路基板などを利用して相互連結されることが好ましく、図２には入力ボ
タン１００、制御部２００およびバッテリー３００が露出されたまま図示されているが、
携帯用端末が携帯用端末ケース１０に着脱される際に携帯用端末ケース１０から脱落した
り破損することを防止するために、外部に露出しないように携帯用端末ケース１０を構成
することが好ましい。
【００４５】
　また、本発明に係る携帯用端末ケース１０は図３に図示された通り、前述した構成以外
に携帯用端末に付着されたカメラレンズ、発光ダイオード素子などを外部に露出させるた
めの中空５００が形成され得、さらに携帯用端末の特定機能を遂行するための少なくとも
一つの機能ボタンを含むボタン部４００が形成され得る。例えば、機能ボタンは携帯用端
末のホーム（Ｈｏｍｅ）ボタンまたはバック（Ｂａｃｋ）ボタンとして機能するように設
定することができ、携帯用端末が音楽再生アプリケーションを駆動中であれば再生ボタン
、曲戻しボタン、曲送りボタン、停止ボタンなどに設定することも可能である。一方、前
記機能ボタンの特定機能は携帯用端末に設置されたアプリケーションによって設定するこ
とが可能であり、本発明に係る携帯用端末ケース１０の専用アプリケーションを携帯用端
末に設置し、使用者が必要とする特定機能を各機能ボタン別に設定することも可能であろ
う。例えば、アプリケーションで機能ボタンを特定アプリケーションのホットキー機能を
遂行するように設定することができ、さらに機能ボタンによって遂行されたアプリケーシ
ョンの細部機能を入力ボタン１００を通じて制御できるように設定することも可能である
。
【００４６】
　前記では、本発明に係る携帯用端末ケース１０の各構成に対する内容を機能を中心に説
明したが、以下では図４および図５を参照して本発明に係る携帯用端末ケース１０に含ま
れる入力ボタン１００について具体的に説明する。図４は本発明に係る携帯用端末ケース
１０に適用される入力ボタン１００の一例を図示した図面であり、図５は本発明に係る携
帯用端末ケース１０に適用される入力ボタン１００の他の例を図示した図面である。
【００４７】
　まず、図４を参照して本発明に係る携帯用端末ケース１０に適用される入力ボタン１０
０の一例を説明する。本発明に係る携帯用端末ケース１０に適用される入力ボタン１００
は、ハウジング１１０、押しボタン１２０、センサ１３０および接点１４０を含む。ハウ
ジング１１０は、上側が開放された内側空間が設けられるように形成される。押しボタン
１２０はハウジング１００に設けられた内側空間に載置され、内側空間に載置された状態
で固定されるのではなく前後および左右などの側方向に一定距離動けるように構成される
。センサ１３０は押しボタン１２０の外側面またはハウジング１１０の内側面のうちいず
れか一方に具備される構成であり、接点１３０は押しボタン１２０の外側面またはハウジ
ング１１０の内側面のうち他方に具備される構成である。具体的には、このようなセンサ
１３０は二つ以上の端子スイッチを具備する軟性印刷回路基板によって形成され得、この
とき、端子スイッチがセンサ１３０の役割を遂行する。接点１３０は導電体で形成される
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ことが好ましく、その結果、押しボタン１２０を側方向に押した時、押しボタン２００が
動く方向に位置するセンサ１３０に接点１３０が接触され、接触されたセンサ１３０に割
り当てられた入力信号が発生する。
【００４８】
　前記のように、側方向にボタンを押して加圧することによって入力信号が発生する押し
方式入力ボタンは既に多様な構造で提案されているが、従来の押し方式入力ボタンは側方
向の加圧を感知するための加圧センサが必須として要求されるところ、信号入力装置の製
造原価が非常に高くならざるを得ない問題点があった。特に、ボタンをいずれの方向に押
すかによって、相異する種類の入力信号が発生するように構成される場合、加圧力が印加
される各方向別に一つずつ加圧センサが装着されなければならないため、前記のような製
造原価の問題はさらに大きくなるという問題点があった。
【００４９】
　しかし、本発明に係る携帯用端末ケースに適用される入力ボタン１００の一例によれば
、各方向別の別途の加圧センサがなくても側方向に加圧力が印加された場合、該当方向に
よってそれぞれ互いに異なる種類の入力信号を発生させることができる長所がある。
【００５０】
　一方、前記押しボタン１２０がいずれか一側に押されて移動するにつれて、接点１４０
がいずれか一つのセンサ１３０を接続させた後前記押しボタン１２０に印加されていた加
圧力が解除された時、前記センサ１３０が接続された状態が継続して維持されると、使用
者の意図に反して入力信号が持続的に発生する可能性がある。このような問題点を解決す
るために、前記押しボタン１２０が側方向に移動した時、前記センサ１３０と前記接点１
４０が離隔するように前記押しボタン１２０の位置を復帰させる弾性部材１６０をさらに
含むことが好ましい。このように弾性部材１６０が具備されると、前記押しボタン１２０
に印加された側方向の外力が解除された時に前記押しボタン１２０は前記弾性部材１６０
の弾性力によって初期位置に復帰するため、センサ１３０と接点１３０が離隔した状態す
なわち、いかなる入力信号も発生しない状態となる。
【００５１】
　また、本発明に係る携帯用端末ケースに適用される入力ボタン１００の一例には、図４
に図示された通り、ハウジングの下端に配置されたスイッチ１７０と押しボタン１２０の
上面に配置される押圧ボタン１５０をさらに含むことができる。押圧ボタン１５０は押し
ボタン１２０を上向き貫通して外部に露出され、下端が前記スイッチ１７０に載置されて
下向き加圧力が印加される時に下方に押されて前記スイッチ１７０を押圧することによっ
て、押しボタン１２０の移動によって発生する信号とは別個の信号を発生させる。したが
って、押しボタン１２０と押圧ボタン１５０の作動の組合わせに基づいて多様な信号の発
生が可能となる。
【００５２】
　以下では、図５を参照して本発明に係る携帯用端末ケース１０に適用される入力ボタン
１００の他の例を説明する。本発明に係る携帯用端末ケース１０に適用される入力ボタン
１００は、ベース部材１８０、押しボタン１２０、センサ部１３０、接点１４０を含んで
構成される。ベース部材１８０は、底面１８１および底面１８１の中心部側に上向き突出
した突出部１８２を含む。押しボタン１２０は突出部１８２の上側に配置されるが、突出
部１８２の外面を囲むように下向きに形成された下向き側壁１２１が形成される。
【００５３】
　また、図５に図示された通り、突出部１８２の外側面にはセンサ部１３０が具備され、
下向き側壁１２１の内側面には突出部１８２の外側面のうちセンサ部１３０が配置された
部分と対応する領域に接点１４０を具備することができる。反対に、下向き側壁１２１の
内側面にセンサ部１３０が具備され、突出部１８２の外側面には下向き側壁１２１の内側
面のうちセンサ部１３０が配置された部分と対応する領域に接点１４０を具備することも
可能である。
【００５４】
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　前記構造において、押しボタン１２０が側方向に移動すると、センサ１３０および接点
１４００が相互接触することによって信号を発生させることになるが、具体的には、この
ような押しボタン１２０は上下方向に動くのではなく、前後および左右などの側方向に一
定距離動けるように構成され、使用者が押しボタン１２０を側方向に押した時に接点１４
０は押しボタン１２０が動く方向に位置するセンサ部１３０に接触することによって、セ
ンサ部１３０内に形成された複数のセンサのうち該当するセンサと関連した入力信号が発
生するのである。したがって、押しボタン１２０は回転せず、前後または左右方向にのみ
移動できるように構成されなければならず、これは押しボタン１２０の回転が可能である
場合、使用者が所望する該当センサと接点が接触できない可能性があり、これによって所
望しない入力信号が発生する可能性があるためである。
【００５５】
　一方、センサ部１３０としては、タッチセンサまたは触覚センサが使われ得、製造原価
の節減および製品の軽量化などを考慮する時、軟性回路基板で構成することが好ましい。
すなわち、軟性回路基板に少なくとも一つ以上のセンサを配置させるものの、このような
センサは陽極端子および陰極端子を含む端子スイッチで形成し、接点１４０を導電体で形
成することによって、押しボタン１２０を側方向に移動する場合、端子スイッチの陽極端
子および陰極端子のすべてが接点１４０と接触するようにすることによって前記陽極端子
と前記陰極端子が短絡されるようにし、これを通じて入力信号を発生させるのである。こ
のような端子スイッチは、具体的には、陽極端子および陰極端子を互いに離隔させて並べ
て配置させることができ、さらに水平方向に交互に配列される部位を有するように、すな
わち、上下方向に凹凸パターンを有し、凹凸部位が交互に噛合うように配列される陽極端
子および陰極端子で構成され、前記陽極端子および陰極端子は相互凹凸部位が交互に噛合
うように配置されるものの、相互微細に離隔した状態を維持するように構成することも可
能である。これと同時に、接点１４０の場合、前記陽極端子および陰極端子の相互間の堅
固な短絡のために接触部位のみを突出するように形成してもよい。
【００５６】
　また、押しボタン１２０を側方向に移動させた後、再び元の位置に復帰させるための弾
性部材１６０をさらに含むことができ、このような弾性部材１６０としては、押しボタン
１２０が側方向に移動する時に圧縮されることによって押しボタン１２０に復元弾性力を
印加するカーボンスポンジやシリコンなどのような弾性材を適用することが好ましい。
【００５７】
　以下では、前述した本発明に係る携帯用端末ケース１０に適用される入力ボタン１００
によって具体的にいかなる信号を利用して携帯用端末を制御するかについて説明する。
【００５８】
　まず、押しボタン１２０を側方向に押すとマウスポインティング信号または方向キー信
号が発生する。すなわち、押しボタン２００の側方向の移動によってセンサ部１３０と接
点１４０が接触してマウスポインティング信号または方向キー信号が発生し、これを通じ
て入力ボタン１００によって制御される携帯電話端末のディスプレイ上に表示されるマウ
スポインタを移動させるか、ディスプレイ上に整列して配置された複数個のアプリケーシ
ョンアイコンの選択を制御できるようになる。また、押圧ボタン１５０を押圧するとクリ
ック信号が発生するようにする。この場合、押しボタン１２０の作動によって前記携帯用
端末のディスプレイ上に表示されるマウスポインタをディスプレイ上に表示されるアイコ
ン上に位置させ、押圧ボタン１５０を押圧すると、該当アイコンをタッチするのと同じよ
うに該当アイコンのアプリケーションを実行することができるようになる。
【００５９】
　また、押圧ボタン１５０を押したまま押しボタン１２０を押すと、スクロール信号また
はドラッグ信号が発生する。スクロール信号によって携帯用端末のタッチスクリーン上で
指を上側から下側または下側から上側方向に動くのと同様に、画面を上、下スクロールで
きるようになる。また、ドラッグ信号によって携帯用端末のタッチスクリーン上で指を左
側から右側または右側から左側方向に動くのと同様に、画面を左、右に全体的に移動可能
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にする。
【００６０】
　一方、押圧ボタン１５０を押したまま押しボタン１２０を押すと、使用者は入力ボタン
１００に下方向への圧力および側方向への圧力を同時に印加しなければならないので、こ
のような制御方法で長期間スクロールおよびドラッグ信号を発生させる場合、使用者が疲
労を感じるようになる。このような問題点を防止するために、押圧ボタン１５０を押した
まま押しボタン１２０を押すことによってスクロール信号またはドラッグ信号が発生した
後、あらかじめ設定された時間が経過した後に押圧ボタン１５０および押しボタン１２０
を離してもスクロール信号またはドラッグ信号の発生が中断されないまま維持されるよう
にする。その後、再び押しボタン１２０を押すと該当方向によってスクロール信号または
ドラッグ信号が継続して発生するようにする。この場合、スクロール信号またはドラッグ
信号を押圧ボタン１５０を押圧しなくても生成することができるので使用者の疲労度を低
減させることができる。ただし、この場合、発生したスクロール信号またはドラッグ信号
の発生を解除させる必要がある場合、スクロール信号またはドラッグ信号が継続して発生
した後、押圧ボタン１５０を押圧してから離すとスクロール信号またはドラッグ信号の発
生が解除されるようにすることが好ましい。
【００６１】
　一方、押圧ボタン１５０をあらかじめ設定された時間未満の間押圧するとクリック信号
が発生し、押圧ボタン１５０をあらかじめ設定された時間以上の間押圧するとスクロール
またはドラッグ信号が発生するようにすることも可能である。
【００６２】
　以下、図６～図１１を参照して本発明に係る携帯用端末ケース１０の多様な実施例につ
いて説明する。図６～図１１は本発明に係る携帯用端末ケースの多様な実施例を図示した
図面である。
【００６３】
　まず、図６および図７に図示された通り、本発明に係る携帯用端末ケース１０は、一側
面に延長して形成され、携帯用端末のディスプレイ部を覆うカバー部６００をさらに含む
ことができる。携帯電話端末のディスプレイ部の前面を見るためには一般的にカバー部６
００を後ろにめくることになるが、この場合、入力ボタン１００が携帯用端末ケース１０
のうち携帯用端末の後面と対応する領域に配置される場合、入力ボタン１００がカバー部
６００によって遮られるので、入力ボタン１００を使用できない問題がある。このような
問題点を防止するために、図６および図７に図示された通り、カバー部６００の一部には
開放領域６１０が形成され、前記開放領域６１０はカバー部６００が後ろにめくられるこ
とによって携帯用端末の後面に配置される場合、入力ボタン１００が外部に露出できるよ
うに形成されなければならない。合わせて、開放領域６１０はボタン部４００も外部に露
出できるように形成することが好ましい。
【００６４】
　また、図８および図９に図示された通り、カバー部６００のうち携帯用端末の側面と接
する部分の一部には開放部６２０を形成させることができる。この場合、図９に図示され
た通り、カバー部６００を完全に後ろにめくっていない状態でカバー部６００と携帯用端
末カバーのうち携帯用端末を収容する部分の間に開放部６２０が形成され、使用者は前記
開放部６２０に指の一部を挿入して携帯用端末ケース１０を支持するとともに入力ボタン
１００を操作できるようになる。
【００６５】
　前述した通り、本発明の携帯用端末ケース１０は入力ボタン１００を携帯用端末ケース
１０のうち携帯用端末の後面に対応する領域に配置することも可能であるが、図１０に図
示された通り、携帯用端末の側面に対応する領域に配置することも可能である。この場合
、ボタン部４００も携帯用端末の側面に対応する領域に配置されることが好ましい。また
、本発明の携帯用端末ケース１０は図１１に図示された通り、入力ボタン１００を携帯用
端末ケース１０のうち前記携帯用端末の前面の下側と対応する領域に配置することも可能
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である。
【００６６】
　さらに、本発明の携帯用端末ケースは、携帯用端末を直接収容する第１ケース、前記第
１ケースを収容するか、または前記第１ケースと結合される第２ケースおよび第２ケース
に装着される入力ボタン１００を含むことができる。すなわち、使用者が携帯用端末を直
接収容するケースである第１ケースをすでに使っている場合、使用中の第１ケースをあえ
て変更しなくても第１ケースの上に付着されるか結合され、入力ボタン１００を具備する
第２ケースを利用することによって、携帯用端末を効率的に使用することができる。
【００６７】
　以上、本発明を好ましい実施例を使って詳細に説明したが、本発明の範囲は特定実施例
に限定されず、添付された特許請求の範囲によって解釈されるべきである。また、この技
術分野で通常の知識を習得した者であれば、本発明の範囲から逸脱することなく多様に修
正および変形できることが理解できるであろう。

【図１】

【図２】

【図３】



(13) JP 2018-511897 A 2018.4.26

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯用端末を収容する携帯用端末ケース（１０）において、
　前記携帯用端末ケース（１０）に装着される入力ボタン（１００）を含み、
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末の入力信号を発生させる、
　携帯用端末ケース。
【請求項２】
　前記入力ボタン（１００）は、
　内側空間が形成されたハウジング（１１０）と、
　前記内側空間に載置される押しボタン（１２０）と、
　前記押しボタン（１２０）の外側面または前記ハウジング（１１０）の内側面のうちい
ずれか一方に具備されるセンサ（１３０）と、および
　前記押しボタン（１２０）の外側面または前記ハウジング（１１０）の内側面のうち他
方に具備される接点（１４０）を含み、
　前記押しボタン（１２０）が側方向に移動する場合、前記センサ（１３０）および前記
接点（１４０）が接触して前記携帯用端末の入力信号が発生する、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項３】
　前記入力ボタン（１００）は、
　底面（１８１）および前記底面（１８１）のうち上向き突出した突出部（１８２）を含
むベース部材（１８０）と、
　前記突出部（１８２）の上側に位置し、前記突出部（１８２）を囲むように下向き側壁
（１２１）が形成された押しボタン（１２０）と、
　前記突出部（１８２）の外側面または前記下向き側壁（１２１）の内側面のうちいずれ
か一方に具備されるセンサ（１３０）と、および
　前記突出部（１８２）の外側面または前記下向き側壁（１２１）の内側面のうち他方に
具備される接点（１４０）を含み、
　前記押しボタン（１２０）が側方向に移動する場合、前記センサ（１３０）および前記
接点（１４０）が接触して前記携帯用端末の入力信号が発生する、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項４】
　前記押しボタン（１２０）の上面には押圧ボタン（１５０）が配置される、
　請求項２または請求項３に記載の携帯用端末ケース。
【請求項５】
　前記押しボタン（１２０）を側方向に押すとマウスポインティング信号または方向キー
信号が発生し、
　前記押圧ボタン（１５０）を押圧するとクリック信号が発生し、
前記押圧ボタン（１５０）を押圧したまま前記押しボタン（１２０）を押すとスクロール
信号またはドラッグ信号が発生する、
　請求項４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項６】
　前記押圧ボタン（１５０）を押圧したまま前記押しボタン（１２０）を押し、あらかじ
め設定された時間が経過した後に前記押圧ボタン（１５０）および前記押しボタン（１２



(16) JP 2018-511897 A 2018.4.26

０）を離し、再び前記押しボタン（１２０）を押すとスクロール信号またはドラッグ信号
の発生が解除されずに継続して発生する、
　請求項５に記載の携帯用端末ケース。
【請求項７】
　前記スクロール信号またはドラッグ信号が継続して発生した後、前記押圧ボタン（１５
０）を押圧してから離すと前記スクロール信号または前記ドラッグ信号の発生が解除され
る、
　請求項６に記載の携帯用端末ケース。
【請求項８】
　前記押圧ボタン（１５０）をあらかじめ設定された時間未満の間押圧するとクリック信
号が発生し、
　前記押圧ボタン（１５０）をあらかじめ設定された時間以上の間押圧するとスクロール
またはドラッグ信号が発生する、
　請求項４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項９】
　前記入力ボタン（１００）の駆動を制御する制御部（２００）と、および前記入力ボタ
ン（１００）または前記制御部（２００）のうち少なくとも一つに電源を供給するバッテ
リー（３００）をさらに含む、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１０】
　前記制御部（２００）は前記携帯用端末と前記入力ボタン（１００）の間の無線通信の
ための通信部をさらに含む、
　請求項９に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１１】
　前記携帯用端末ケース（１０）の一側面に延長して形成され、前記携帯用端末のディス
プレイ部を覆うことができるように形成されたカバー部（６００）をさらに含む、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１２】
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の後
面に対応する領域に配置される、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１３】
　前記入力ボタン（１００）は前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の側
面に対応する領域に配置される、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１４】
　前記携帯用端末の特定機能を遂行するための少なくとも一つの機能ボタンを含むボタン
部（４００）をさらに含む、
　請求項１に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１５】
　前記ボタン部（４００）は、前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の後
面に対応する領域に配置される、
　請求項１４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１６】
　前記ボタン部（４００）は、前記携帯用端末ケース（１０）のうち前記携帯用端末の側
面に対応する領域に配置される、
　請求項１４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１７】
　前記ボタン部（４００）は、ホーム（Ｈｏｍｅ）ボタンまたはバック（Ｂａｃｋ）ボタ
ンを含む、
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　請求項１４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１８】
　前記機能ボタンの特定機能は使用者が前記携帯用端末に設置されたアプリケーションに
よって設定可能な、
　請求項１４に記載の携帯用端末ケース。
【請求項１９】
　前記アプリケーションは前記機能ボタンによって遂行される特定機能の追加的な制御を
前記入力ボタン（１００）によって遂行できるように設定可能な、請求項１８に記載の携
帯用端末ケース。
【請求項２０】
　携帯用端末を直接収容する第１ケースと、
　前記第１ケースを収容するか、または前記第１ケースと結合される第２ケースと、およ
び
　前記第２ケースに装着される入力ボタンを含み、
　前記入力ボタンは前記携帯用端末の入力信号を発生させる、
　携帯用端末ケース。
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